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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、人感センサと、この人感センサによる人検知に応じて、予め定められた光源の
点灯保持時間、前記光源を点灯させる制御部とを備えた照明器具において、
　前記制御部は、
　前記光源が点灯してから消灯するまでの点灯時間と、前記光源が消灯してから次に点灯
するまでの消灯時間とを一定時間、計測し、
　前記計測された点灯時間を在席時間とすると共に、
　前記光源が点灯状態から一旦消灯状態に移行して再び点灯状態となるときに計測された
消灯時間が、予め定められた所定時間より短い時間であるときは、この消灯時間をも在席
とみなして在席時間とし、これらを併せて総在席時間とし、
　前記計測された消灯時間から前記在席時間とみなされた消灯時間を減算した時間を総不
在時間とし、
　前記一定時間内の総在席時間と総不在時間との時間比率を求め、総在席時間の時間比率
が予め定められた所定比率より高いときは、次の一定時間の計測開始以降において前記点
灯保持時間を長くし、該時間比率が前記所定比率より低いときは前記点灯保持時間を短く
することを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記制御部は、前記一定時間内の総在席時間のうちの最大値と最小値の平均値を求め、
該平均値が予め定められた所定値より大きいときは前記点灯保持時間を長くし、該平均値
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が前記所定値より小さいときは前記点灯保持時間を短くすることを特徴とする請求項１に
記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人感センサによる人検知に応じて、予め定められた点灯時間の間、光源を点
灯させることにより省電力化を図った照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人感センサ付きの照明器具は、人感センサによって人の存在を検知したとき、一
定時間、照明を点灯することにより省電力化を図っている。また、この種の照明器具にお
いて使われる人感センサとしては、焦電形赤外線センサ（以下、焦電センサという）を用
いることが多い。
【０００３】
　焦電センサは入射する熱線量が変化したときにのみ変化前後の差分を基にセンサ信号を
検出するため、人が静止状態にあるとセンサ信号は検出されない。そこで、センサ信号が
検出された時点でトリガされて一定時間をカウントするタイマを用い、タイマのカウント
中は灯具を点灯し、人が静止状態になっても一定時間は灯具が点灯状態を維持するように
している。また、タイマはカウント中に再びセンサ信号が検出されると、その時点でカウ
ントをリセットすることで、カウントを延長し、点灯時間を長くするようにしている。
【０００４】
　ところで、上述のような照明制御においては、検知エリアを人が通過しただけでも一定
時間点灯するので、電力が無駄に消費されることが生じるため、点灯保持時間を短くする
ことが望ましい。しかし、点灯保持時間を短くすると、検知エリアで人が静止状態のとき
、人が滞在するにもかかわらず消灯（在席消灯と言う）してしまう場合がある。
【０００５】
　そこで、点灯保持時間の時限中における人検知を計測し、人検知の発生回数が多いと点
灯保持時間を長くし、人検知の発生回数が少ないと点灯保持時間を短くして、省エネルギ
化と在席消灯の防止とを図った照明装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。し
かしながら、この装置は、点灯保持時間中の人検知のカウント数で該点灯保持時間を増減
するので、点灯保持時間が短くなると必然的にカウント数が減り、正確な点灯保持時間制
御が難しくなる。このため、このように従来の照明器具においては、実際の使用状況と点
灯保持時間が一致せず、無駄な点灯をしている場合があった。
【特許文献１】特開２００１－８５１７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記の問題を解決するものであり、人感センサによる人検知に応じて、予め
定められた点灯保持時間、光源を点灯させる照明器具において、実際の使用状況と点灯保
持時間とを適正なものにすることができ、より確実に省電力化と在席消灯の防止を図るこ
とができる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、光源と、人感センサと、この人感センサ
による人検知に応じて、予め定められた光源の点灯保持時間、前記光源を点灯させる制御
部とを備えた照明器具において、前記制御部は、前記光源が点灯してから消灯するまでの
点灯時間と、前記光源が消灯してから次に点灯するまでの消灯時間とを一定時間、計測し
、前記計測された点灯時間を在席時間とすると共に、前記光源が点灯状態から一旦消灯状
態に移行して再び点灯状態となるときに計測された消灯時間が、予め定められた所定時間
より短い時間であるときは、この消灯時間をも在席とみなして在席時間とし、これらを併
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せて総在席時間とし、前記計測された消灯時間から前記在席時間とみなされた消灯時間を
減算した時間を総不在時間とし、前記一定時間内の総在席時間と総不在時間との時間比率
を求め、総在席時間の時間比率が予め定められた所定比率より高いときは、次の一定時間
の計測開始以降において前記点灯保持時間を長くし、該時間比率が前記所定比率より低い
ときは前記点灯保持時間を短くするものである。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項２に記載の照明器具において、前記制御部は、前記一定時間
内の総在席時間のうちの最大値と最小値の平均値を求め、該平均値が予め定められた所定
値より大きいときは前記点灯保持時間をさらに長くし、該平均値が前記所定値より小さい
ときは前記点灯保持時間をさらに短くするものである。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１の発明によれば、消灯時間が所定時間より短いときは、検知エリア内を人が通
過し、又は静止しているときであって、この短い消灯時間を在席時間とみなすことにより
、在席時間の精度を良くすることができ、総在席時間の総不在時間に対する時間比率の精
度が良くなり、この時間比率が高いときは、光源の点灯保持時間を長くするので、人が滞
在していると予想される時間での消灯を抑制することができる。また、上記時間比率が低
いときは、在席時間が短いときであって、光源の点灯保持時間を短くするので、節電する
ことができる。
【００１０】
　請求項２の発明によれば、総在席時間の最大値と最小値との平均値が所定値より大きい
又は小さいときは、一定時間内の個々の在席時間が長い、又は短いとみなすことにより、
時間比率に基づいて増減した点灯保持時間をさらに長く、又は短くして補正できるので、
人の滞在中における消灯の抑制と不在中の節電の制御とをよりきめ細かく行うことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態に係る照明器具１について図面を参照して説明する。図１は
本実施形態の照明器具１の電気的な構成を示す。照明器具１は、人の存在を検知してセン
サ信号を出力する人感センサ２と、このセンサ信号を受けて予め定められた点灯保持時間
を設定する保持時間設定部３と、この点灯保持時間に基づいて点灯部５を点灯制御する制
御部４と、制御部４により点灯制御される点灯部５と、点灯部５により点灯駆動される光
源６と、これら各部に商用電源から電源を供給する電源部７とを備える。保持時間設定部
３は、予め定められた点灯保持時間をカウントダウンする保持タイマ３１と、光源６の点
灯後から消灯するまでの点灯時間をカウントする点灯タイマ３２と、光源６の消灯後から
次に点灯するまでの消灯時間をカウントする消灯タイマ３３と、点灯時間及び消灯時間を
測定するための予め定められた一定時間をカウントする測定タイマ３４と、各タイマ３１
～３４のカウントするタイマ時間を記憶する記憶部３５とを有する。なお、記憶部３５は
、記憶媒体としてフラッシュメモリやＥＥＰＲＯＭなどの半導体記憶素子を有する。また
、光源６は、蛍光灯やＬＥＤなどが好適に用いられる。
【００１２】
　人感センサ２は、焦電センサ、ミリ波などの電波センサ、及び撮像素子などを用いるこ
とができ、ここでは、焦電センサを用い、人体から発する赤外線を検出して人感センサ信
号を出力する。
【００１３】
　保持時間設定部３は、マイコンやロジックＩＣなどから構成され、人感センサ２からセ
ンサ信号入力があった場合に、保持タイマ３１に点灯保持時間を設定し、保持タイマ時間
のカウントを行い、また、保持タイマ３１で保持タイマ時間のカウントを開始すると制御
部４へ点灯指示信号を出力し、保持タイマ時間のカウントが終了すると、消灯指示信号を
出力する。
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【００１４】
　保持タイマ３１は、マイコンやロジックＩＣなどで構成され、センサ信号入力とともに
設定された保持タイマ時間のカウントダウンを開始し、カウントダウンによりリセットさ
れる。また、保持タイマ３１は、カウントダウン中にセンサ信号が再び入力されるとカウ
ントがリセットされ、従って、点灯保持時間が延長される。
【００１５】
　点灯タイマ３２は、保持時間設定部３が制御部４へ点灯指示信号を出すと同時に、カウ
ントを開始し、その後、保持時間設定部３が制御部４へ消灯指示信号を出すまでの時間を
カウントして、光源６が点灯されている点灯時間を計測する。また、点灯タイマ３２は、
カウント完了時に点灯時間のカウント値を記憶部３５に記憶し、カウントはリセットされ
る。
【００１６】
　消灯タイマ３３は、保持時間設定部３が制御部４へ消灯指示信号を出すと同時に、カウ
ントを開始し、その後、保持時間設定部３が制御部４へ点灯指示信号を出すまでの時間を
カウントして、光源６が消灯されている消灯時間を計測する。また、消灯タイマ３３は、
カウント完了時に消灯時間のカウント値を記憶部３５に記憶し、カウントはリセットされ
る。
【００１７】
　測定タイマ３４は、点灯時間と消灯時間を測定する時間間隔を設定するためのタイマで
あり、予め定められた一定時間（ここでは、例えば、１０分、１時間、１日など）をタイ
マ時間としてカウントダウンする。測定タイマ３４は、保持時間設定部３が制御部４へ点
灯指示信号を出すと同時に、カウントダウンを開始し、一定時間のカウントダウンが終わ
るとリセットされる。また、この測定タイマ３４のカウントが終了すると同時に、点灯タ
イマ３２及び消灯タイマ３３も終了され、その時点でこれらのタイマ３２、３３で計測さ
れた点灯時間及び消灯時間が記憶部３５に記憶される。
【００１８】
　制御部４は、マイコンやロジックＩＣなどから構成される。制御部４は、保持時間設定
部３からの信号を監視し、信号が入力されると通常時には点灯部５を点灯制御する。また
、制御部４は、保持タイマ時間のカウント信号が入力されないとき、点灯部５の点灯出力
をオフ制御して光源６を消灯状態にする。
【００１９】
　さらに、制御部４は、一定時間内に点灯タイマ３２により計測された点灯時間を在席時
間とすると共に、消灯タイマ３３により計測された消灯時間の各々のうち予め定められた
閾値Ｔｍｉｎ（所定時間）より短い消灯時間をも在席時間とみなして、これらを併せて総
在席時間（Ｔａ）とし、計測された消灯時間から前記在席時間とみなされた消灯時間を除
いた時間を総不在時間（Ｔｂ）として、記憶部３５に記憶する。また、制御部４は、これ
ら総在席時間（Ｔａ）と総不在時間（Ｔｂ）との時間比率（Ｔａ／Ｔｂ）を算出し、この
算出した時間比率を予め定められた所定比率と共に記憶部３５に記憶する。ここで、制御
部４は、時間比率と所定比率とを比較し、時間比率が所定比率より高いときは、次の一定
時間の計測開始以降において、点灯保持時間を長くし、時間比率が所定比率より低いとき
は、点灯保持時間を短くするように保持タイマ３１の保持タイマ時間を制御する。
【００２０】
　点灯部５は、光源６を点灯駆動させるための蛍光灯安定器などの電子回路を備える。点
灯部５は、制御部４からの光源６を点滅するオンオフ信号や調光信号を受けることにより
、光源６を点灯駆動する。
【００２１】
　上記のように構成された照明器具１の人検知に基づく点灯制御について図２及び図３を
参照して説明する。図２（ａ）乃至（ｃ）は、センサ信号Ｓ１が点灯保持時間Ｔｎ内で複
数回検知された場合の動作のタイムチャートを示す。ここでは、人感センサ２からのセン
サ信号Ｓ１が、図２（ａ）に示すように、時間ｔ１、ｔ２、ｔ４、及びｔ６において検出
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されたとし、時間ｔ２で検知されたセンサ信号が時間ｔ１からの点灯保持時間Ｔｎ内に位
置している。時間ｔ１で測定タイマ３４は、一定時間Ｔ０のタイマ時間のカウントをスタ
ートする。
【００２２】
　また、図２（ｂ）に示すように、時間ｔ１で保持タイマ３１の保持タイマ時間を予め定
められたＮ（秒）に設定し、保持タイマ３１がカウントを開始すると、点灯指示信号を送
出し、同時に点灯タイマ３２がスタートする。このとき、点灯保持時間Ｔｎは保持タイマ
時間Ｎと等価である。また、時間ｔ１で開始した保持タイマ３１のカウントダウンが完了
する前に、時間ｔ２でセンサ信号Ｓ１が再び検出されると、保持タイマ３１のカウントダ
ウンがリセットされ、点灯保持時間がｔ３（＝ｔ２＋Ｔｎ）まで延びる。これにより、図
２（ｃ）に示すように、光源６は、時間ｔ１から時間ｔ３まで点灯され、その後、時間ｔ
３で保持タイマ３１のカウントが終了すると、消灯指示信号が送出され、この消灯指示信
号により光源６は消灯される。このとき、点灯タイマ３２は停止され、この点灯タイマ３
２によりカウントされた点灯時間Ｔｐ１を記憶部３５に記憶すると共に、消灯タイマ３３
のカウントをスタートする。
【００２３】
　ここで、光源６は、時間ｔ３後、時間ｔ４まで消灯され、時間ｔ４で次のセンサ信号Ｓ
１が検知されると消灯タイマ３３が停止する。このとき、消灯タイマ３３により消灯時間
Ｔｒ１（＝ｔ４－ｔ３）が計測され、記憶部３５に記憶され、同時に保持タイマ３１はリ
セットされ、保持タイマ時間をＮ（秒）としてカウントダウンを再スタートする。以降、
同様に、センサ信号Ｓ１が検出される毎に、点灯保持時間Ｔｎの点灯と、その後の消灯を
繰り返し、測定タイマ３６による一定時間Ｔ０のカウントが終わる時間ｔｍまでに、点灯
時間Ｔｐ２、Ｔｐ３、及び消灯時間Ｔｒ２、Ｔｒ３がそれぞれ計測される。この時間ｔｍ
では、点灯タイマ３２及び消灯タイマ３３は強制的に終了され、一定時間Ｔ０の最後の点
灯時間、又は消灯時間が記憶される。なお、一定時間Ｔ０のスタートを最初のセンサ信号
Ｓ１の入力（時間ｔ１）と同時に始めたが、時間ｔ１より早くても、遅くてもよい。
【００２４】
　この一定時間Ｔ０内で測定された消灯時間Ｔｒ１、Ｔｒ２、Ｔｒ３のうち、消灯時間Ｔ
ｒ１は予め設定された閾値Ｔｍｉｎ以下となっているので在席時間とみなす。即ち、制御
部４は、消灯時間Ｔｒ１を在席時間と判定することにより、時間ｔ１から時間ｔ５におけ
る在席時間Ｔａ１を、点灯時間Ｔｐ１＋Ｔｐ２に消灯時間Ｔｒ１を加えた値とする。
【００２５】
　この結果、一定時間Ｔ０内の総在席時間Ｔａは、Ｔａ＝Ｔａ１＋Ｔａ２＝Ｔｐ１＋Ｔｒ
１＋Ｔｐ２＋Ｔｐ３となる。また、全体の総不在時間Ｔｂは、Ｔｂ＝Ｔｂ１＋Ｔｂ２＝Ｔ
ｒ２＋Ｔｒ３となる。
【００２６】
　ここでは、閾値Ｔｍｉｎの時間は、例えば、人が滞在中の点灯状態から、保持タイマ３
１の終了により一旦消灯状態に移行し、人が直ぐに動いて人検知され再び点灯状態となる
ときの比較的短い消灯時間とする。従って、制御部４は、消灯時間が閾値Ｔｍｉｎより短
いときは、検知エリア内に人が滞在すると識別する。これにより、総在席時間Ｔａの算出
精度が良くなる。
【００２７】
　ここで、制御部４は、上記総在席時間Ｔａを基に求めた時間比率（Ｔａ／Ｔｂ）が予め
定められた所定比率より大きいときは、一定時間Ｔ０における総在席時間Ｔａが長く、検
知エリア内で人の通過や滞在が多いとして、次回の一定期間Ｔ０の動作において、点灯保
持時間Ｔｎを長くするように制御して在席消灯を防止する。また、時間比率が所定比率よ
り短いときは、総在席時間Ｔａが短く、検知エリア内で人の通過や滞在が少ないとして、
同じく次回の一定期間Ｔ０の動作において、点灯保持時間Ｔｎを短くするように制御して
節電する。
【００２８】
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　また、一定時間Ｔ０毎に測定された時間比率が所定比率より大きいときは、保持タイマ
時間（Ｎ）に対し単位時間（例えば、ｘ秒）の補正を行い、例えば、ｍ回連続して補正さ
れた場合は、補正時間を単位時間のｍ倍とすることができる。また、測定された時間比率
が所定比率より小さいときいは、保持タイマ時間（Ｎ）を単位時間（例えば、ｙ秒）減少
するように補正することにより、例えば、ｎ回連続して補正された場合は、補正時間を単
位時間のｎ倍とすることができる。
【００２９】
　図３（ａ）乃至（ｃ）は、センサ信号Ｓ１が点灯保持時間Ｔｎ内に１回しか検知されず
、タイマ１のリセットがない場合の動作のタイムチャートを示す。ここでは、センサ信号
Ｓ１が、図３（ａ）に示すように、時間ｔ１、ｔ４、及びｔ６で検知されるが、点灯途中
では検知されない。従って、図３（ｂ）に示すように、一定時間Ｔ０において、保持タイ
マ３１は点灯保持時間Ｔｎ内ではリセットされない。また、図３（ｃ）に示すように、測
定された消灯時間Ｔｒ２、Ｔｒ３、Ｔｒ４は、全てＴｍｉｎより長い。
【００３０】
　この結果、一定時間Ｔ０内で総在席時間Ｔａ＝Ｔａ３＋Ｔａ４＋Ｔａ２＝Ｔｐ４＋Ｔｐ
２＋Ｔｐ３となり、総不在時間Ｔｂ＝Ｔｂ３＋Ｔｂ１＋Ｔｂ２＝Ｔｒ４＋Ｔｒ２＋Ｔｒ３
となる。いずれも、測定された点灯時間及び消灯時間そのものとなる。
【００３１】
　上記のように総在席時間Ｔａに修正がない場合も、前記と同様に、時間比率と所定比率
との比較に基づき、点灯保持時間Ｔｎを変更することができるので、保持タイマ時間を本
照明器具１の使用環境（使用人数や用途、使用頻度）に応じて適切な値とすることができ
る。また、使用環境が変化した場合にもユーザが特別に設定変更等することなく自動的、
かつ、適切に保持タイマ時間を補正することができる。このとき、使用環境によって、例
えば、人の往来の多い、又は少ないと予想される時間帯や日付によって予め一定時間Ｔ０

の値を替えることにより、人の往来の多いときは一定期間Ｔ０を短くして応答性を速くす
ることができる。また、一定時間Ｔ０の値を長くすることにより、計測された多くの点灯
時間及び消灯時間のデータを基に在席時間と不在時間を求め、その時間比率に基づいて次
の一定時間における点灯保持時間Ｔｎを精度良く補正することができる。
【００３２】
　このように、本実施形態の照明器具１によれば、消灯時間が閾値Ｔｍｉｎより短いとき
は、この消灯時間を在席時間とみなすことにより、総在席時間Ｔａの精度を良くすること
ができ、総在席時間Ｔａの総不在時間Ｔｂに対する時間比率が所定比率より高いときは、
次の一定時間Ｔ０において点灯保持時間Ｔｎを長くするので、人が滞在していると予想さ
れる時間での消灯を抑制することができる。また、上記時間比率が低いときは、在席時間
Ｔａが短いときであって、点灯保持時間Ｔｎを短くするので、節電することができる。こ
れにより、実際の使用状況と点灯保持時間とを適正にすることができ、省電力化と在席消
灯の防止を図ることができる。
【００３３】
　また、上記において、時間比率と所定比率との比較によって点灯保持時間Ｔｎを単位時
間補正するようにし、それらの差分（時間比率一所定比率）、又は（所定比率一時間比率
）の大きさに応じて補正時間に重みを付けることができる。例えば、差分が大きいときは
、点灯保持時間Ｔｎを長くし、差分が小さいときは少なくする。これにより、使用環境に
合った好適な保持タイマ時間を設定することができる。
【００３４】
　次に、本発明の一実施形態の変形例について、図４を参照して説明する。図４は、本変
形例における保持時間設定部３の構成を示す。本変形例は、保持時間設定部３がセンサ信
号の検知回数をカウントする検知タイマ３６をさらに備え、計測した総在席時間Ｔａにお
けるセンサ信号の単位時間当たりの検知回数が予め定められた所定回数より大きいときは
、点灯保持時間Ｔｎを長くし、予め定められた所定回数より少ないときは点灯保持時間Ｔ
ｎを短くする。
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【００３５】
　制御部４は、一定時間Ｔ０内で計測した総在席時間Ｔａと検知タイマ３６でカウントし
たセンサ信号の検知回数を記憶部３５に記憶し、検知回数と総在席時間Ｔａとの比を求め
、単位在席時間あたりの検知回数を算出する。この単位検知回数が予め定められた所定回
数より大きいときは、点灯保持時間Ｔｎを長くする。また、単位検知回数が所定回数より
小さいときは、点灯保持時間Ｔｎを短くする。
【００３６】
　ここで、時間比率が所定比率より大きい場合に、長くした点灯保持時間（Ｔｎ＋αとし
、αは第１補正時間とする）の状態で、単位検知回数が所定回数より大きいときは、この
点灯保持時間をさらに長い点灯保持時間（Ｔｎ＋α＋β）（βは第２補正時間とする）と
することにより、人が在席中にも拘わらず消灯してしまうことをより抑制することができ
る。また、単位検知回数が所定回数より小さいときは、点灯保持時間を短くして（Ｔｎ＋
α－β）とする。これにより、行き過ぎた第１補正時間αの補正を修正することができる
。なお、この－βの補正は、時間短縮するか省いてもよい。
【００３７】
　同様に、時間比率が所定比率より小さい場合に、短くした点灯保持時間（Ｔｎ－αとす
る）の状態で、単位検知回数が所定回数より小さいときは、この短くした点灯保持時間を
さらに短い点灯保持時間（Ｔｎ－α－β）とすることにより、より節電することができる
。また、単位検知回数が所定回数より大きいときは、点灯保持時間を長くして（Ｔｎ－α
＋β）とする。これにより、行き過ぎた第１補正時間αを修正することができる。
【００３８】
　このように本変形例によれば、単位検知回数が所定回数より大きい、又は小さいときは
、一定時間内における人の動きの頻度が多い又は少ないとして、個々の各在席時間が長い
、又は短いとみなすことができる。これにより、時間比率に基づいて増減した点灯保持時
間Ｔｎをさらに長く、又は短くして補正できるので、人の滞在中における消灯の抑制と不
在中の節電の制御とをきめ細かく行うことができる。
【００３９】
　次に、本発明の他の変形例について説明する。本変形例は、基本的に前記一実施形態と
同様であるので、図面は省略する。本変形例は、総在席時間のうちの最大値と最小値の平
均値を求め、この平均値が予め定められた所定値より大きいときは点灯保持時間をさらに
長くし、該平均値が所定値より小さいときは点灯保持時間をさらに短くする。
【００４０】
　制御部４は、一定時間Ｔ０毎に計測した総在席時間における個々の在席時間（例えば、
Ｔａ１～Ｔａ２、Ｔａ２～Ｔａ４）（図２，３参照、以下、同様）のうちのそれぞれの最
大値と最小値の平均値を求める。このとき、この得られた平均値が予め定められた所定値
より大きいときは、一定時間Ｔ０内で連続した長い滞在が多いとして、点灯保持時間Ｔｎ
を長くする。また、得られた平均値が所定値より小さいときは、連続した長い滞在が少な
いとして、点灯保持時間Ｔｎを短くする。
【００４１】
　ここで、時間比率が所定比率より大きい場合に、長くした点灯保持時間（Ｔｎ＋αとす
る）の状態において、平均値が所定値より大きいときは、この点灯保持時間をさらに長い
点灯保持時間（Ｔｎ＋α＋β）に調整する。これにより、人が在席中にも拘わらず消灯し
てしまうことをより抑制することができる。また、平均値が所定値より小さいときは、点
灯保持時間を短くして（Ｔｎ＋α－β）とする。これにより、行き過ぎた第１補正時間α
を修正することができる。
【００４２】
　同様に、時間比率が所定比率より小さい場合に、短くした点灯保持時間（Ｔｎ－αとす
る）の状態で、平均値が所定値より小さいときは、この点灯保持時間をさらに短い点灯保
持時間（Ｔｎ－α－β）に調整することにより、より節電することができる。また、平均
値が所定値より大きいときは、点灯保持時間をβだけ長くして（Ｔｎ－α＋β）とする。
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【００４３】
　このように本変形例によれば、最大値と最小値との平均値が所定値より大きい又は小さ
いときは、一定時間内の個々の各在席時間が長い、又は短いとみなすことにより、時間比
率に基づいて増減した点灯保持時間をさらに長く、又は短くして補正でき、前記変形例と
同様の効果が得られると共に、検知タイマ３６（図４参照）が不要となるので低廉化にな
る。
【００４４】
　なお、本発明は上記各種の実施形態の構成に限定されるものではなく、発明の趣旨を変
更しない範囲で適宜に種々の変形が可能である。例えば、時間比率に基づく点灯保持時間
として、予め好適な所定値を記憶しておき、得られた時間比率に対応して記憶された所定
値を変更することもできる。また、上述した各種実施形態では、在席時間と不在時間との
時間比率と比較される所定比率を１つとしたが、複数に設定してもよい。また、消灯時間
の閾値をＴｍｉｎの１段階に設定したが、さらに細かくＴｍｉｎ、Ｔｍａｘというように
２段階以上に設定してもよい。また、一定時間Ｔ０の測定中の時間比率の変化に基づいて
、測定途中でも一定時間Ｔ０の時間幅を変更することにより、臨機応変に素早く点灯保持
時間を補正することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施形態に係る照明器具の電気ブロック図。
【図２】（ａ）は上記器具の点灯保持時間内で複数回の検知を含むセンサ信号を示す図、
（ｂ）は消灯時間が短いときの在席時間の補正を説明するための図、（ｃ）は光源の点灯
出力を示す図。
【図３】（ａ）は上記器具における点灯保持時間のリセットがないときのセンサ信号を示
す図、（ｂ）は消灯時間が長いときの在席時間を説明するための図、（ｃ）は光源の点灯
出力を示す図。
【図４】本発明の一実施形態の変形例における保持時間設定部の電気ブロック図。
【符号の説明】
【００４６】
　１　照明器具
　２　人感センサ
　３　保持時間設定部
　３１　保持タイマ
　３２　点灯タイマ
　３３　消灯タイマ
　３４　測定タイマ
　３５　記憶部
　３６　検知タイマ
　４　制御部
　６　光源
　Ｔ０　一定時間
　Ｔａ　総在席時間
　Ｔａ１～Ｔａ４　在席時間
　Ｔｂ１～Ｔｂ３　不在時間
　Ｔｎ　点灯保持時間
　Ｔｐ１～Ｔｐ４　点灯時間
　Ｔｒ１～Ｔｒ４　消灯時間
　Ｔｍｉｎ　閾値（所定時間）
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